
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年１月１日 

希
望
の
年
に
す
る
た
め
に 

理
事
長 

千
葉 

基 

皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
様
々
な
支

障
が
あ
り
、
大
変
な
苦
労
の
年
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
お
一
人
お
ひ
と
り
も
、
健
康
維
持
、

経
営
改
善
、
人
間
関
係
の
維
持
構
築
な
ど

種
々
の
課
題
に
奮
闘
さ
れ
た
一
年
と
拝
察
い

た
し
ま
す
。
そ
の
お
働
き
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。 

宮
城
県
木
材
協
同
組
合
も
総
会
が
書
面
決

議
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
事
業
も
取
り

や
め
や
小
人
数
で
の
対
応
と
な
り
、
例
年
の

よ
う
な
活
動
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
も
過
去
最
大
の
大
き
さ
と
な
る
新
型
コ

ロ
ナ
第
三
波
の
中
に
あ
り
ま
す
。
十
全
な
治

療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
が
速
や
か
に
開
発
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
の
一
日
も
早
い
収
束
を
祈

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
を
希

望
の
年
に
す
る
た
め
の
課
題
を
以
下
に
記
し

ま
す
。 

木
材
と
電
子
技
術
の
融
合 

 

こ
の
難
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め

に
事
業
の
大
き
な
改
善
改
革
が
必
要
で

す
。
そ
の
事
に
役
立
つ
一
冊
の
本
が
あ

り
ま
す
。
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
経
営
企
画
研

究
会
編
の
「W

h
y
 D

ig
ita

l M
a

tte
rs

? 

な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
な
の
か
」（
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
社
）
で
す
。 

 

本
の
最
初
に
オ
ラ
ン
ダ
サ
ッ
カ
ー
の

名
選
手
で
名
監
督
の
ヨ
ハ
ン
・
ク
ラ
イ

フ
の
名
言
が
あ
り
ま
す
。「
選
手
で
は
な

く
、
ボ
ー
ル
を
走
ら
せ
ろ
。
ボ
ー
ル
は
疲

れ
な
い
。」
で
す
。
そ
し
て
こ
の
名
言
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
経
営
の
要
諦
と
し
て 

「
ヒ
ト
で
は
な
く
、
電
子
を
走
ら
せ
ろ
。

電
子
は
疲
れ
な
い
。」
と
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
本
に
は
コ
マ
ツ
の
土
木
機
械
を

筆
頭
に
、
優
秀
な
性
能
や
お
客
様
に
喜

ば
れ
る
経
済
性
に
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
な

ど
多
く
の
事
例
が
出
て
き
ま
す
。
現
場

管
理
を
効
率
的
に
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
も

あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
本
に
啓
発
さ
れ
一
つ
の
文
章
を

つ
く
り
ま
し
た
。 

 

「
木
は
育
つ
。
木
は
優
し
く
、
強
く
た

く
ま
し
い
。
木
材
を
適
切
に
用
い
れ

ば
、
時
と
共
に
劣
化
せ
ず
、
乾
燥
し
て 

編集発行 宮城県木材協同組合 
仙台市青葉区東照宮一丁目 8-8 

TEL 022-233-2883 
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よ
り
強
く
な
る
。 

電
子
は
流
れ
る
。
電
子
は
賢
く
、
速
く

制
限
が
な
い
。 

 
 

木
材
と
電
子
の
融
合
は
快
適
で
衛
生

的
な
空
気
環
境
を
作
り
出
す
。 

 
 

低
炭
素
で
安
全
安
心
。 

 
 

最
適
住
空
間
と
職
場
空
間
は
木
材
と

共
に
あ
る
。」 

ま
ず
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議
を 

そ
し
て
現
場
活
用
へ 

 

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
ズ
ー
ム
会

議
や
研
修
、
そ
し
て
ズ
ー
ム
飲
み
会
な
ど
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
離
れ
て
い

て
も
画
面
を
通
し
て
顔
を
見
な
が
ら
打
合

せ
し
た
り
、
資
料
を
共
有
し
て
検
討
し
た
り

と
思
い
の
外
、
有
用
性
が
あ
り
ま
す
。
グ
ラ

ス
は
合
わ
せ
ら
れ
な
い
も
の
の
、
皆
で
乾
杯

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
の
問

題
は
な
く
、
運
用
に
慣
れ
る
必
要
も
あ
り
ま

す
が
、
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
機
能
を
現
場
の
状
況
報
告
に

活
用
す
れ
ば
、
言
葉
の
報
告
か
ら
映
像
の
報

告
と
な
り
、
情
報
量
は
格
段
に
上
が
り
ま

す
。
建
築
現
場
の
状
況
把
握
と
確
認
な
ど
、

仕
事
の
精
度
ア
ッ
プ
に
貢
献
す
る
事
で
し

ょ
う
。
こ
う
し
た
Ｉ
Ｔ
活
用
の
得
意
な
業
界 

謹

賀

新

年 

－１－ 



ま
た
、
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
森
林
資
源

を
基
盤
と
し
て
、
林
業
・
木
材
産
業
が
活
力
あ
ふ

れ
る
循
環
型
産
業
へ
と
成
長
・
発
展
し
て
い
く
こ

と
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
観
点
か
ら
も
重
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

本
年
三
月
で
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
丸
十
年

と
な
り
、
新
年
度
か
ら
は
新
た
な
県
政
運
営
の
方

針
で
あ
る
「
新
・
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
林
業
・
木
材
産
業
が
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
で
成
長
す
る
産
業
へ
と
発

展
し
て
い
く
よ
う
、
「
み
や
ぎ
森
と
緑
の
県
民
条

例
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
新
し
い
技
術
の
導
入

に
よ
る
「
ス
マ
ー
ト
林
業
」
や
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
を
活

用
し
た
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
な
ど
の
取
組
を

一
層
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

更
に
、
今
後
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え

る
中
、
成
長
産
業
化
を
牽
引
す
る
担
い
手
を
育
成
・

確
保
し
て
い
く
た
め
、
産
業
界
、
行
政
、
地
域
で

活
動
す
る
団
体
な
ど
が
連
携
・
協
働
し
取
り
組
む

母
体
と
し
て
、
「
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
未
来
創
造

機
構
」
が
昨
年
十
二
月
に
設
立
さ
れ
、
「
み
や
ぎ

森
林
・
林
業
未
来
創
造
カ
レ
ッ
ジ
」
で
の
体
系
的

な
人
材
育
成
研
修
を
始
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。 県

で
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
若
い
世 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

宮
城
県
木
材
協
同
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
県
の
森
林
、

林
業
、
木
材
産
業
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
日

ご
ろ
か
ら
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
春
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
、
県
内
の
林
業
・
木
材
産
業
等
に
お
い
て

も
事
業
の
継
続
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
と
も
素
材
流
通
等
の

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
木
材
需
要
の
喚
起
に
向

け
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
森
林
は
、
木
材
生
産
の
み
な
ら
ず
、
水

源
の
か
ん
養
や
地
球
温
暖
化
防
止
等
の
公
益
的
機

能
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
健
全
で
持
続
性
の
高
い

森
林
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
県
民
の
安
全
・

安
心
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

新

年

の

ご

挨

拶 
 

宮
城
県
水
産
林
政
部 

 

林
業
振
興
課
長 

中
村 

彰
宏 

－２－ 

人
に
活
用
法
を
指
導
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
業
界

の
実
力
も
上
が
り
、
効
率
性
も
大
幅
に
改
善
し
ま

す
。
コ
ロ
ナ
の
時
代
、
今
年
の
重
要
な
課
題
と
考
え

て
い
ま
す
。 

み
や
ぎ
森
林
・
林
業
未
来
創
造
機
構 

最
後
に
、
令
和
二
年
十
二
月
十
五
日
に
設
立
さ

れ
た
※
「
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
未
来
創
造
機
構
」
に

つ
い
て
記
し
ま
す
。
翌
十
六
日
付
け
の
河
北
新
報

十
七
面
に
掲
載
さ
れ
、
村
井
知
事
の
発
言
要
旨
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

木
材
産
業
の
基
礎
と
な
る
森
林
林
業
を
、
Ｉ
Ｔ

技
術
等
を
駆
使
し
て
効
率
的
な
事
業
に
導
く
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
組
合
も
事
業
に

参
画
し
、
佐
藤
専
務
が
幹
事
に
、
私
が
監
査
役
に
就

任
し
ま
し
た
。
組
合
と
し
て
真
摯
に
こ
の
事
業
に

向
き
合
い
、
微
力
な
が
ら
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。 

山
元
か
ら
建
築
現
場
ま
で
、
私
達
は
大
き
な
変

革
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
出
来
る
事
か
ら
学
び

を
深
め
、
小
さ
く
て
も
着
実
に
歩
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
若
手
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
技
術
の
業

界
へ
の
導
入
貢
献
と
全
組
合
員
の
ご
健
勝
、
ご
発

展
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

※
機
構
の
目
的
：
産
業
界
・
行
政
な
ど
多
様
な
主
体
の
連
携
・

協
働
で
林
業
の
就
業
環
境
の
向
上
と
人
材
の
確
保
・
育

成
を
一
体
的
か
つ
相
乗
的
に
展
開
す
る
。 

事
業
：
就
業
環
境
改
善
と
人
材
の
育
成
確
保
。
み
や
ぎ
森

林
・
林
業
未
来
創
造
カ
レ
ッ
ジ
（
研
修
機
関
）
の
運
営
。 

会
員
：
森
林
林
業
関
係
団
体
・
行
政
機
関
・
教
育
機
関
等 

事
務
局
：
宮
城
県
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー 



制
整
備
を
図
る
目
的
で
、
森
林
組
合
・
民
間
林
業
事

業
体
・
製
材
工
場
等
の
関
係
者
に
よ
る
情
報
交
換

の
場
と
し
て
、
「
仙
南
地
域
素
材
生
産
・
流
通
連
絡

会
議
」
を
平
成
２
９
年
度
か
ら
開
催
し
て
お
り
ま

す
。 会

議
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
各
事
業
体
か
ら

素
材
生
産
や
原
木
使
用
の
実
績
や
計
画
量
を
提
出

し
て
も
ら
い
、
集
計
し
た
資
料
に
よ
り
事
務
所
か

ら
説
明
を
行
っ
た
後
、
各
事
業
体
か
ら
実
績
及
び

計
画
の
状
況
説
明
を
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
度
の
意
見
交
換
で
は
、
東
日
本
台
風
に
よ

る
災
害
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
や
原
木
生
産
側
で

は
地
理
的
条
件
や
買
取
価
格
の
状
況
で
販
売
先
を

決
め
て
い
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
、
生
産
・
流
通
の

情
報
を
相
互
に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
林
業
振
興
課
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
の

情
報
、
県
森
林
組
合
連
合
会
か
ら
は
自
動
選
別
機

の
使
用
等
に
つ
い
て
情
報
提
供
い
た
だ
き
、
有
意

義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の 

観
点
か
ら
当
会
議
の
開
催
を 

見
合
わ
せ
て
い
る
状
況
で
す 

が
、
デ
ー
タ
収
集
・
取
り
ま 

と
め
は
継
続
し
情
報
共
有
や 

木
材
利
用
の
拡
大
を
図
る
予 

定
で
す
。 

会議の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代
が
安
心
し
て
就
業
で
き
、
働
き
が
い
が
持
て
る

就
業
環
境
を
、
整
備
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
貴
組
合
の
皆
様
の
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 結

び
に
、
未
だ
日
本
経
済
全
体
が
大
変
厳
し
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
宮
城
県
木
材
協
同
組
合

の
益
々
の
御
発
展
と
、
組
合
員
の
皆
様
の
事
業
御

繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。 

    

県
で
は
、
新
型
コ
ロ 

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大 

の
影
響
で
、
新
た
な
ビ 

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
模
索 

す
る
飲
食
店
、
商
店
、 

事
業
所
等
へ
の
県
産
材 

・
木
製
品
を
活
用
し
た 

木
造
・
木
質
化
等
へ
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。 

○
対
象
者
：
民
間
事
業
者
等 

○
対
象
施
設
：
県
民
の
方
が
利
用
す
る
店
舗
・
事

業
所
等
に
お
い
て
、
宮
城
県
産
材
を
活
用
し
た

改
築
・
改
装
・
木
製
品
の
配
備
等
を
行
う
も
の
。 

○
補
助
要
件
：
木
材
使
用
量
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト 

以
上
に
宮
城
県
産
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
。 

○
対
象
経
費
：
木
質
化
や
木
製
品
配
備
等
に
要
す

る
経
費
。 

○
補
助
金
額
：
補
助
対
象
経
費
の
四
分
の
三
以
内

（
上
限
：
百
五
十
万
円
）
た
だ
し
、
一
件
当
た

り
の
事
業
費
が
五
十
万
円
以
上
の
も
の
。 

○
お
問
合
先 

一
般
社
団
法
人 

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会 

（
〇
二
二‐

二
二
三‐

七
三
三
〇
） 

宮
城
県
水
産
林
政
部 

林
業
振
興
課 

（
〇
二
二‐

二
一
一‐

二
九
一
二
） 

／
／
／
地
域
か
ら
／
／
／ 

「
大
河
原
管
内
の
県
産
材
利
用
の
取
組
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所 

〇
仙
南
地
域
素
材
生
産
・
流
通
連
絡
会
議
に
よ
る 

情
報
共
有 

当
管
内
の
森
林
面
積
は
１
０
５
，
９
４
２
㌶
で

県
全
体
の
２
６
％
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、

民
有
林
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
は
２
３
，
４
６
１
㌶
で

収
穫
可
能
な
林
分
は
７
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
資
源
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
か
ら

当
所
管
内
は
木
材
の
供
給
地
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
動
き
も

拡
大
方
向
に
あ
る
な
ど
、
木
材
需
要
拡
大
に
つ
な

が
る
要
素
も
見
受
け
ら
れ
る
状
況
で
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
管
内
の
木
材
需
給
情
報
の
共
有
と
意
見

交
換
を
行
い
、
よ
り
安
定
的
な
地
域
材
の
供
給
体

s
 

－３－ 

「
Ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
・
も
っ
と
・
み
や
ぎ
」 

県
産
材
需
要
創
出
事
業 

募
集
中
！ 

 
 
 
 

宮
城
県
水
産
林
政
部
林
業
振
興
課 

県産木材活用事例（カフェの木質化） 



〇
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
需
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に

向
け
た
支
援 

当
管
内
で
は
小
規
模
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

(

発
電
・
熱
利
用)

施
設
の
建
設
及
び
計
画
が
複
数

企
業
及
び
地
方
公
共
団
体
で
進
展
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
利
用
さ
れ
ず
山
林
内
で
放
置
さ
れ
て
き
た

低
質
間
伐
材
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
お
け

る
高
付
加
価
値
を
持
っ
た
資
源
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
、
供
給
側(

森
林
組
合
・
林
業
事
業
体)

と
の
協
定

締
結
も
進
め
ら
れ
供
給
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
事
務
所
に
お
い
て
は
、
前
述
の
「
仙
南
地
域
素

材
生
産
・
流
通
連
絡
会
議
」
に
よ
る
需
給
調
整
支

援
、
補
助
事
業
に
よ
る
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
確
保
支

援
、
及
び
木
材
チ
ッ
プ 

製
造
施
設
の
整
備
支
援 

等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

引
き
続
き
、
需
給
間
協 

定
に
よ
る
安
定
的
・
継 

続
的
な
需
給
ネ
ッ
ト
ワ 

ー
ク
の
形
成
に
向
け
て 

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

〇
丸
森
町
復
興
住
宅
建
設
事
業
へ
の
支
援 

昨
年
の
「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
丸
森
町
で
は
、
災
害
公
営
住
宅

に
丸
森
町
産
材
を
活
用
す
る
計
画
で
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
事
務
所
に
お
い
て
も
町
内
の
県 

有
林
の
活
用
や
、
木
材
等
調
達
体
制
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て

災
害
復
旧
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

県
、
仙
台
市
と
仮
設
住
宅
協
定
締
結 

 

当
組
合
も
参
画
し
て
設
立
さ
れ
た
「
宮
城
県
木

造
応
急
仮
設
住
宅
建
設
協
議
会
」
は
県
及
び
仙
台

市
と
の
間
で
木
造
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

１
．
協
定
の
名
称 

 
 

「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
仮
設
住
宅
の 

建
設
に
関
す
る
協
定
」 

２
．
協
定
締
結
年
月
日 

 
 

令
和
二
年
九
月
三
十
日 

３
．
協
定
の
目
的 

 
 

こ
れ
ま
で
の
災
害
で
は
、
（
一
社
）
プ
レ
ハ

ブ
建
築
協
会
と
の
協
定
に
基
づ
く
大
手
プ
レ

ハ
ブ
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
建

設
を
基
本
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震

災
時
の
経
験
な
ど
を
踏
ま
え
、
県
内
の
木
造
住

宅
事
業
者
に
よ
る
円
滑
な
木
造
応
急
仮
設
住

宅
の
建
設
を
可
能
と
し
、
応
急
仮
設
住
宅
の
供

給
体
制
を
多
様
化
す
る
た
め
に
、
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。 

４
．
協
定
団
体
の
概
要 

 

名
称
： 

宮
城
県
木
造
応
急
仮
設
住
宅
建
設
協
議
会 

               

 

設
立
：
平
成
三
十
年
九
月
二
十
七
日 

 

代
表
：
地
域
優
良
住
宅 

在
来
工
法
の
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 

奥
山
和
典 

 

構
成
団
体
：
県
内
の
木
造
住
宅
関
連
事
業
者
九
団
体 

(

一
社)

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
［
設
計
・
監
理
］ 

 
(

一
社)

宮
城
県
建
築
士
会
［
設
計
・
監
理
］ 

 
(

一
社)

宮
城
県
優
良
住
宅
協
会
［
施
工
（
建
築
）
］ 

地
域
優
良
住
宅
「
在
来
工
法
の
会
」［
施
工
（
建
築
）］ 

 
(

一
社)

宮
城
県
専
門
工
事
業
団
体
連
合
会 

［
施
工
（
専
門
工
事
）］ 

 
 

日
本
住
宅
パ
ネ
ル
工
業
協
同
組
合
［
施
工
（
内
装
）］ 

 
(

一
社)

宮
城
県
建
設
業
協
会
［
施
工
（
外
構
等
）
］ 

 
 

宮
城
県
森
林
組
合
連
合
会
［
木
材
供
給
］ 

 
 

宮
城
県
木
材
協
同
組
合
［
木
材
供
給
］ 

 

建
設
事
業
者
：
各
構
成
団
体
の
会
員
の
う
ち
、
協
議

会
が
定
め
る
要
件
（
東
日
本
大
震
災
時
の
施
工
実

績
、
資
金
調
達
能
力
な
ど
）
を
満
た
す
事
業
者
が

斡
旋
さ
れ
ま
す
。 

 

供
給
能
力
：
当
面
の
間
、
約
五
十
戸 

５
．
期
待
さ
れ
る
効
果 

⑴
県
内
事
業
者
・
県
産
材
の
活
用 

 
 

県
内
事
業
者
が
県
産
材
を
活
用
し
な
が
ら
建
設
す

る
た
め
、
県
内
住
宅
産
業
及
び
県
産
木
材
市
場
の
活

性
化
並
び
に
県
内
事
業
者
の
技
術
力
の
向
上
等
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 

⑵
県
内
事
業
者
に
よ
る
き
め
細
か
な
配
慮 

        

小規模バイオマス発電施設 

                       

                          

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県
内
事
業
者
が
、
平
時
の
事
業
者
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
県
内
で
の
住
宅
供
給
の
経
験
を
活
か

し
て
建
設
す
る
た
め
、
柔
軟
で
地
域
に
根
差
し
た

き
め
細
か
な
配
慮
等
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

⑶
可
変
性
・
柔
軟
性 

木
造
住
宅
は
、
段
差
解
消
や
出
入
口
幅
拡
大

等
が
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
高
齢
者
等
が
入
居

す
る
場
合
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
柔
軟
な
対 

応
が
可
能
で
す
。 

組
合
と
し
て
は
、
協
議
会
の
一
員
と
し
て
積
極

的
に
会
の
活
動
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後

は
県
内
エ
リ
ア
ご
と
の
具
体
的
な
組
織
づ
く
り
や

模
擬
訓
練
、
研
修
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
木
材
供

給
や
施
工
の
面
で
関
心
の
あ
る
組
合
員
は
、
ぜ
ひ

参
加
を
検
討
願
い
ま
す
。
詳
細
は
組
合
ま
で
。 

『
第
二
十
二
回
み
や
ぎ
木
造
住
宅 

コ
ン
ク
ー
ル
結
果
』 

県
内
各
地
か
ら
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
厳
正
な

審
査
の
結
果
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

な
お
、
入
賞
作
品
は
木
造
住
宅
コ
ン
ク
ー
ル
写

真
集
と
し
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。 

  

施
主
市
町 

・
施
工
者 

・
設
計
者 

最
優
秀
賞 

宮
城
県
知
事
賞 

仙
台
市
・
㈱
サ
カ
モ
ト
・
同
一
級
建
築
士
事
務
所 

優
秀
賞 

 

宮
城
県
木
材
同
友
会
会
長
賞 

石
巻
市
・
㈱
創
建
築
・
㈲
サ
サ
キ
設
計 

  

施
主
市
町 

・
施
工
者 

 

・
設
計
者 

優
秀
賞 

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
会
長
賞 

石
巻
市
・
㈲
伊
藤
工
設
計
・
同 

優
良
賞 

宮
城
県
建
設
職
組
合
連
合
会
会
長
賞 

川
崎
町
・
㈱
創
建
築
・
同 

優
良
賞 

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
会
長
賞 

松
島
町
・
タ
カ
ハ
シ
木
材
ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
㈱ 

 
 

・
タ
カ
ハ
シ
建
築
工
房
一
級
建
築
士
事
務
所 

特
別
賞 

 

気
仙
沼
市
・
共
栄
ハ
ウ
ジ
ン
グ
㈱ 

・
㈲
サ
サ
キ
設
計 

表
彰
式
は
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、 

三
月
に
開
催
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。 

         
 

期
限
間
近 

固
定
資
産
税
等
の
減
免 

 

中
小
企
業
庁
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
事
業
収
入
が
減
少
し
て
い
る
中
小

事
業
者
等
に
対
し
て
、
固
定
資
産
税
等
の
減
免
を

行
う
特
例
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。 

    

１ 

特
例
の
対
象
者 

 

令
和
二
年
二
月
か
ら
十
月
ま
で
の
任
意
の
連

続
す
る
三
カ
月
間
の
事
業
収
入
が
、
前
年
の
同
期

間
事
業
収
入
と
比
べ
て
、
三
十
％
以
上
減
少
し
て

い
る
中
小
事
業
者
等
で
あ
る
こ
と
。 

２ 

特
例
の
内
容 

 

令
和
三
年
度
の
一
年
度
分
に
限
り
、
事
業
用
家

屋
及
び
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
及
び
都

市
計
画
税
の
課
税
標
準
額
を
、
収
入
減
少
額
が
五

十
％
以
上
の
場
合
は
ゼ
ロ
、
三
十
以
上
五
十
％
未

満
は
二
分
の
一
と
す
る
も
の
。 

３ 

申
請
書
・
申
請
期
間 

 

申
告
書
様
式
は
、
対
象
設
備
の
所
在
す
る
各
地

方
自
治
体
が
定
め
る
申
告
書
様
式
。
提
出
先
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
確
認
の
こ
と
。 

市
町
村
に
よ
る
申
請
受
付
は
一
月
末
ま
で
。 

４ 

問
い
合
わ
せ
先
等 

詳
し
く
は
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
。 

問
い
合
わ
せ
先
電
話
番
号 

05
70

-0
77

-3
2
2
 

ま
た
は03

-
43

35
-4

54
3
 

令
和
二
年
度 

林
業
施
設
整
備
等 

利
子
助
成
事
業 

募
集
中 

 

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
経
営
の
維

持
安
定
が
困
難
な
林
業
者
（
林
業
、
素
材
生
産
業
） 

が
経
営
の
維
持
安
定
に
必
要
な
資
金
を
㈱
日
本

政
策
金
融
公
庫
か
ら
借
り
入
れ
る
場
合
、
又
は 

           

最優秀賞 

－５－ 



           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経
営
の
維
持
安
定
に
必
要
な
借
換
資
金
を
民
間
金

融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
場
合
の
利
子
を
助
成
す

る
林
野
庁
補
助
事
業
を
、
当
組
合
を
窓
口
と
し
て

募
集
中
で
す
。 

公
庫
の
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
等

を
利
用
し
た
方
で
、
助
成
申
請
が
ま
だ
の
方
は
早

め
に
組
合
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
締
め

切
り
は
二
月
十
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

公
庫
の
貸
付
制
度
や
林
野
庁
の
利
子
助
成
事
業

は
今
後
も
継
続
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
新
た
な

借
り
入
れ
や
借
換
を
検
討
し
て
い
る
林
業
者
の
組

合
員
の
方
は
お
気
軽
に
公
庫
や
組
合
ま
で
相
談
く

だ
さ
い
。 

令
和
二
年
度
第
三
次
補
正
予
算 

概
要 

 

補
正
予
算
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
次
期
国
会
で
今

月
末
に
は
成
立
見
込
み
で
す
。
林
野
庁
の
木
材
関

係
予
算
で
は
、
昨
年
度
の
補
正
予
算
及
び
今
年
度

の
当
初
予
算
、
補
正
予
算
と
同
様
の
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造

材
の
普
及
・
実
証
」「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
等
の
実
証
や
木

質
建
築
部
材
の
技
術
開
発
等
」「
外
構
部
へ
の
木
材

の
実
証
的
利
用
の
推
進
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

個
別
の
予
算
額
は
予
算
成
立
後
に
明
ら
か
に
な

る
予
定
で
す
が
、
今
年
度
並
み
以
上
と
期
待
さ
れ

ま
す
。
詳
細
は
、
事
業
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
が

決
ま
っ
て
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、
事
業

検
討
の
組
合
員
の
皆
様
に
は
事
業
申
請
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逸
し
ま
せ
ん
よ
う
、
留
意
願
い
ま
す
。 

            

－６－ 

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

先
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
よ
り
、
見
や
す
く
、
運
用
し
や
す
い
形

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
秋
に
Ｔ
Ｖ
放
映
し
た
Ｃ
Ｍ

動
画
も
あ
り
ま
す
。 

「
宮
城
県
木
協
」
で
検
索
し
て
み
て
下
さ
い
。 

ワ
ク
チ
ン
の
語
源
は
牛
痘
か
ら
、
ラ
テ
ン
語
の
雌
牛

の
意
味
だ
そ
う
。
今
年
は
丑
年
。
今
年
は
（
も
？
）
仙
台

牛
は
食
べ
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
か
ワ
ク
チ
ン
が
行
き
渡

り
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
ま
す
よ
う
に
。
牛
タ
ン
は
い
た
だ

き
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
好
） 

木
材
統
計
調
査
基
礎
調
査
へ
の
協
力
お
願
い 

 

農
林
水
産
省
統
計
部
が
毎
年
行
っ
て
い
る
調

査
が
、
今
月
か
ら
、
抽
出
さ
れ
た
事
業
者
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
す
。
木
材
の
生
産
、
出
荷
の
実
態
を

把
握
し
、
木
材
関
連
施
策
立
案
の
重
要
な
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
た
方
は
お
忙
し

い
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。 

素
材
生
産
業
者
の
皆
様
へ 

 
 

 
 
━

森
林
保
険
の
加
入
を━

 
立
木
販
売
で
購
入
し
た
森
林
が
、
被
災
し
て
し

ま
っ
た
ら
・
・
・
。
森
林
保
険
に
加
入
し
て
い
れ

ば
、
保
険
金
で
損
失
を
補
え
ま
す
。 

対
象
と
な
る
災
害
は
、
火
災
、
風
害
、
水
害
、

雪
害
、
干
害
、
凍
害
、
潮
害
、
噴
火
災
の
八
つ
。 

契
約
は
立
木
購
入
後
、
搬
出
期
限
ま
で
一
年
単

位
。
保
険
金
額
は
標
準
金
額
を
上
限
に
、
予
算
に

合
わ
せ
て
任
意
に
設
定
。
保
険
料
は
、
六
年
生
以

上
の
針
葉
樹
一
年
間
、
保
険
金
額
百
五
十
万
円
で

は
、
保
険
料
四
千
八
百
三
十
円
。
詳
し
く
は
最
寄

り
の
森
林
組
合
ま
で
。 


